
午
前
６
時
よ
り
機
庫
前
で
行

わ
れ
た
第
３
部
の
式
で
、
片
山

敬
悟
部
長
が
今
年
の
防
災
活
動

へ
向
け
て
「
無
火
災
を
目
指

し
、
団
員
一
丸
と
な
っ
て
精
進

し
た
い
」
な
ど
と
挨
拶
。
倉
掛

及
び
夏
目
の
自
治
連
合
会
役
員

ら
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

午
前
７
時
か
ら
井
原
小
学
校

体
育
館
で
井
原
分
団
の
式
典
、

同
10
時
か
ら
は
市
団
の
式
典
が

市
民
会
館
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ

れ
、
約
８
０
０
人
の
団
員
ら
が

出
席
し
て
新
年
の
門
出
を
祝
っ

た
。ポ

ン
プ
車
に
よ
る
管
轄
地
内

の
パ
レ
ー
ド
を
終
え
た
午
後
１

時
よ
り
、
井
原
分
団
は
向
町
の

小
田
川
河
川
敷
で
住
民
や
防
火

ク
ラ
ブ
の
少
年
団
員
ら
が
見
守

る
中
、
く
す
玉
割
り
や
一
斉
放

水
を
披
露
し
た
。

平
成
29
年
大
晦
日
か
ら
今
年

の
元
旦
に
か
け
て
の
深
夜
、
郷

社
足
次
山
神
社
で
山
室
晶
史
宮

司
に
よ
る
越
年
祈
願
祭
＝
写
真

上
＝
が
執
り
行
わ
れ
た
。

12
月
31
日
午
後
は
小
雨
模
様

だ
っ
た
が
、
倉
掛
12

－

２
組
の

松
井
憲
司
さ
ん
ら
が
今
年
も
参

道
に
竹
灯
篭
を
設
置
。
元
旦
の

午
前
零
時
を
回
る
こ
ろ
に
は
参

詣
者
も
増
え
始
め
、
夜
空
を
焦

が
す
斎
燈
の
周
り
に
は
、
暖
を

と
る
若
い
人
た
ち
の
グ
ル
ー
プ

や
氏
子
ら
が
集
ま
り
、
新
年
の

挨
拶
を
交
わ
し
て
い
た
。

平
成
29
年
度
倉
掛
自
治
会
決

算
総
会
が
３
月
10
日
午
後
７
時

よ
り
、
つ
ど
え
～
る
で
開
か
れ

る
。29

年
度
決
算
案
の
審
議
を
は

じ
め
、
自
治
連
合
会
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
人
事
で
、
連
合
会

が
推
薦
す
る
次
期
会
長
を
総
会

に
諮
る
。

他
の
役
員
は
４
月
14
日
の
予

算
総
会
で
承
認
を
得
る
こ
と
に

な
る
。

平
成
30
年
井
原
分
団
消
防
操

法
訓
練
大
会
が
井
原
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
２
月
４
日
、
強
い

北
風
が
吹
く
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
中
で
開
か
れ
た
。

自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
と
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
２
部
門
で
規
律

や
ホ
ー
ス
の
延
長
タ
イ
ム
な
ど

を
競
っ
た
結
果
、
第
３
部
は
１

班
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
で
準
優

勝
、
新
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
っ
た

２
班
の
健
闘
も
光
っ
た
。

１
班

指
揮
者

塚
原

一
徳

〃

１
番
員

立
石
浩
四
郎

〃

２
番
員

和
原

賢
一

〃

３
番
員

増
成

智
也

〃

補
助
員

西
山

喬
士

２
班

指
揮
者

吉
川

直
輝

〃

１
番
員

田
中

達
也

〃

２
番
員

片
岡

憲
一

〃

補
助
員

西
山

喬
士
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（１）

〈発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会長／片岡宏文

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

決

算

案

審

議

や

次

期

会

長

選

出

自
治
会
総
会

部 長 片山 敬悟（夏目）

副部長 塚原 一徳（夏目）

会 計 増成 智也（夏目）

会 計 片岡 憲一（倉掛）

消防班長 田中 達也（倉掛）

〃 補佐 和原 賢一（夏目）

組 長 井上 浩伸（夏目）

団 長 立石浩四郎（夏目）

団 員 西山 喬士（夏目）

団 員 今井 豊（倉掛）

団 員 松本 大（夏目）

団 員 田中 利樹（倉掛）

団 員 三嶋 紀之（倉掛）

団 員 翁 良輔（夏目）

団 員 笠原 慶一（倉掛）

団 員 妹尾 英哲（倉掛）

団 員 丸山 裕二（倉掛）

団 員 瀬藤 慎二（倉掛）

団 員 吉川 直輝（倉掛）

第

３

部

団

員

名

簿

平
成
30
年
井
原
市
消
防
出
初
式
が
１
月
21

日
に
挙
行
さ

れ
、
倉
掛
と
夏
目
を
管
轄
す
る
地
元
井
原
分
団
第
３
部
（
片

山
敬
悟
部
長
20
人
）
も
諸
行
事
に
臨
ん
だ
。

消防出初式

片
山
敬
悟
部
長
が
陣
頭
指
揮

倉
掛
自
治
連
合
会

井原分団消防操法訓練大会

寒 風 突 き 消 防 技 術 競 う

郷社新年祈願祭

日 時：平成３０年３月４日
午前８時～少雨決行

（雨天の場合は3/11）
場 所：小田川大正橋付近河川敷
集 合：井原生コン前
主 催：井原町まちづくりの会
問合せ：井原公民館 62-8478
「お手伝いいただける方は諸道具
をご用意のうえ、ご参集下さい」

《河原の草刈り＆焼却》

素早くホースを延ばす第３部１班のメンバー

《
第
３
部
出
場
選
手
》



ア
ー
ト
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
事
業

い
ば
ら
ア
ー
ト
ル

ー
プ
商
店
街

（
岡
山
県
＆
ア

ー
ト
で
地
域
づ
く
り
実
践
講
座

実
行
委
員
会
主
催
）
が
１
月
13

日
～
14
日
、
井
原
町
下
町
で
開

催
さ
れ
た
。

昨
年
末
、
ス
ト
ア
ー
カ
ン
ノ

に
壁
画
が
描
か
れ
、
ア
ー
ト
作

品
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
商
店
街
で
実
施

す
る
プ
ラ
ン
が
ス
タ
ー
ト
。
若

手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
地
元
住
民
ら
に
よ
る
２

日
間
の
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
に

至
っ
た
。

平
井
龍
仙
堂
の
店
主
・
平
井

達
也
さ
ん
（
倉
掛
１
組
）
ら
家

族
３
人
は
、
表
具
の
専
門
的
な

技
術
を
生
か
し
た
表
装
フ
レ
ー

ム
づ
く
り
教
室
を
井
原
バ
ス
セ

ン
タ
ー
で
開
設
。
訪
れ
た
人
た

ち
へ
の
細
や
か
な
指
導
に
追
わ

れ
た
。

実
行
委
員
の
神
田
治
美
さ
ん

は
「
井
原
デ
ニ
ム
を
使
っ
た
フ

レ
ー
ム
づ
く
り
は
関
心
度
が
高

か
っ
た
」
と
、
井
原
で
初
め
て

開
か
れ
た
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を

振
り
返
っ
て
い
る
。

井
原
町
下
町
か
ら
倉
掛
を
経

て
小
田
川
に
流
れ
て
い
る
水
路

に
つ
い
て
「
草
で
覆
わ
れ
水
が

流
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
こ

の
水
路
を
管
理
し
て
い
る
の
は

ど
こ
な
の
か
。
き
れ
い
に
で
き

な
い
も
の
か
」
と
昨
年
暮
れ
、

倉
掛
の
住
民
か
ら
倉
掛
新
聞
編

集
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
へ
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

指
摘
さ
れ
て
い
る
場
所

は
、
小
田
川
堤
西
側
に
あ
る

墓
地
付
近
で
、
倉
掛
３
組
～

４
組
の
宅
地
や
農
地
に
接
し

て
お
り
「
墓
地
と
水
路
の
間

に
は
数
軒
が
所
有
す
る
畑
が

あ
っ
て
、
勝
手
に
は
入
れ
な

い
」
と
い
う
。

同
委
員
会
か
ら
連
絡
を
受

け
た
倉
掛
自
治
連
合
会
は
、
井

原
市
都
市
建
設
課
へ
対
応
策
に

つ
い
て
相
談
。
現
在
、
そ
の
回

答
を
待
っ
て
い
る
。

つ
ど
え
～
る
登
録
団
体
の
紹

介
番
組
「
つ
ど
え
～
る
通
信
」

（
井
原
放
送
制
作
）
の
１
月
版

が
同
月
25
日
夜

に
放
送
さ
れ
、

倉
掛
自
治
連
合

会
の
役
員
ら
が

出
演
し
た
。

同
自
治
連
合

会
は
、
安
心
安

全
管
理
な
ど
を

中
心
と
し
た
地

域
活
動
を
は
じ

め
、
平
成
９
年

５
月
よ
り
住
民

の
情
報
共
有
を

図
ろ
う
と
倉
掛
新
聞
を
創
刊
、

昨
年
20
周
年
を
迎
え
た
。
井
原

市
内
で
は
唯
一
、
自
治
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
し
て
い

る
。３

分
少
々
の
ビ
デ
オ
の
中
に

は
昨
年
12
月
、

つ
ど
え
～
る
で

開
催
さ
れ
た
倉

掛
文
化
祭
の
準

備
を
行
っ
て
い

る
様
子
も
映
し

出
さ
れ
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
自
治
連
合

会
の
片
岡
宏
文

会
長
は
「
倉
掛

に
住
ん
で
よ
か

っ
た
と
感
じ
ら

れ
る
住
環
境
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
」
な
ど
と
答
え
て
い

た
。
こ
の
ビ
デ
オ
は
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
「
つ
ど
え
～
る
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
で
視
聴
で
き
る
。

井
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
３

月
２
日
午
前
10
時
30
分
よ
り
、

「
あ
り
が
と
う
！

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
交
流
会
」
を
開
催
す
る
。

今
回
は
第
90
回
選
抜
高
校
野

球
大
会
に
出
場
す
る
、
お
か
や

ま
山
陽
高
校
野
球
部
の
堤
尚
彦

監
督
を
招
き
「
野
球
を
世
界
に

広
め
た
い
！

だ
か
ら
甲
子
園

に
行
く
」
と
題
し
た
講
演
会
が

行
わ
れ
る
。

堤
監
督
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
通

じ
て
世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
野

球
用
具
を
届
け
る
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
当
日
は
会
場
で
バ
ッ

ト
や
グ
ロ
ー
ブ
な
ど
の
寄
付
を

募
る
予
定
。

井
原
市
社
協
で
は
、
赤
羽
根

カ
フ
ェ
の
活
動
発
表
や
、
と
～

と
バ
ッ
グ
・
福
祉
事
業
所
の
食

品
＆
物
品
販
売
、
東
日
本
大
震

災
復
興
支
援
の
多
賀
城
市
銘
菓

販
売
、
栄
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い

ば
ら
に
よ
る
手
作
り
ち
く
わ
カ

レ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
も
行
う
。
問

い
合
わ
せ
は
電
話
62

－

１
４
８

４
へ
。
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2/24  サロンふれあい小旅行

2/25  倉掛少年団入退団式

3/ 2  ボランティア交流会

※別記参照

3/ 3  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール

3/ 4  井原分団第３部試運転日

3/ 4  河原の草刈り＆焼却
※別記参照

3/10  資源の日 7:30～9:00 市

古紙古着・廃食油回収

3/10  倉掛自治会決算総会

3/13  井原中学校卒業式

3/18  欅の杜の市 （門田町大谷）

3/20  井原小学校卒業式

4/ 1  井原分団第３部試運転日

4/ 4  郷社祭り

4/ 8  井原桜まつり

4/14  倉掛自治会予算総会

- - - - - - - - - - - - - - - - -

※倉掛パソコンクラブ（つどえ～る）

土曜日13:30～ 日曜日9:30～

※つどえ～るカフェ（祝祭日は休み）

金曜日＆日曜日10:00～15:00

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報

ラニーニャ現象に起因する寒波で井原市も

１～２月は氷点下の朝が続いている。倉掛の

お年寄りの一人は「桜のシーズンまでもう少

しの辛抱ですね」と、春を待ちかねた様子。

こうした年は、冬が寒くて梅雨は短く、夏は

暑い傾向にあるともいわれている。

■この冬の寒さ続きにうんざり…

自
治
連
、
市
へ
対
策
要
請井

原
市
社
会
福
祉
協
議
会

堤
監
督
招
き
講
演
会

倉掛１組平井達也さん家族

薄
っ
す
ら
と
雪
化
粧
し
た
小
田
川

堤
＝
２
月
12
日
倉
掛
地
内

山陽高校
野 球 部

い

ば

ら

ア

ー

ト

ル

ー

プ

商

店

街
女性に人気の表装フレームづくり会場

↖

現地


